
噌，

上回ローマン織を多いて走行

今年度中に上信越自動車道が4車線化に
~上回ローマン橋からの眺望を満喫~

9月8日側、上回ローマン僑 2則線 (下り線)

れました。

白完成を祝い、見学ウオークが行わ

これは、市が地域白皆さんに現掛を且てもらおうと企画したもので、第五中学校耽

型車部由演奏、上回ロ マン構工事の概要説明、テ プカットのあと、関陣者・地元

小学生・市民等1.400人が、上回ローマン掃の上1.5kmを歩きながら、且附らしの良い

景色を楽しみました。

上信越自動車道小暗 ICから上回菅平 ICまでの 4車線化工事は、今後中央分穣帯

由設置を進め、今年度中白供用開始を目指しますロ

上信越自動車道の通行が、より安全に利用しやすくなるのは、もうすぐです。まず

は、どっしりと安定感が増し、緑にとけ込んだニューローマノ備白景観を楽しみに出

かけてみてはも、かがですか。

巴三塁

ここから見る景色1;1開直的で‘とても気持ちがいいですね。

今回のよう砕機会は、市町動きを市民に缶えるという意味

ではとても良いことだし、必要牢ことだと思います。開かれ

た市政を岡持しています.

今までの対面2車躍通行は怖かったですよ。今回 4車韓

化で安心した走行ができるように牢り、多くの人が冨んでい

ると思います。ただ、他の道路盤備は各市町村がばらばらに

行っている賓がするので、近隣町村とのアクセスなどを考A
した、住民が世いやすいものにしてほしいですね。地元への

充分注説明、 地元町声を大切にした道路整備を望みます.

.データ(9月 t回現在3
人 口 122.袋rr.人(+担)

男 60.130.人(+叫
女 62.167人(+29)

世得 '6.657戸(+2')
外国人量録者数 4.3甜人(-1ω

場{

男 2.187人(-15)
女 2.152人(+5) 

)内は前月に対する・滋畳値
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.環境に優しいまち

2度の上湛をはたしEがら決

して自ら覇を唱えることなく、

義のために、わず力、49年の生涯

を疾風のごとく駆け抜けていっ

た戦国の名将。

武田槽宝と 5置も11仲里て戦っ

ていながら、敵の憎玄に救援の

塩を送ったり、領土的野心で戦

い在したことは 1度も無かった

といわれています。

全国の自治体に先駆けて 1S 014∞Iを忽証取得し、

更に、市民ぐるみで地球環境都市づくりを進めるため

に、環境の保全や改善活動に積極的に取り組んでいま

す。

食夏の贈り物が届いたよ女

今年7月、上越市さんのご

、当市の幼・保育園児

と小 ・中学生に、上越市立水

族博物館・上越科学館の無料

期待畢(j万5.815故)をいた

だき、たくさんの子どもたちが上越市で夏休みの且い

思t~ 、出をつくることカまできました。

公園内3.400本の桜の木が、

人々の目を棄しませてくれます。

三重櫓と桜がぼんlまりの明力、り

に映え、お堀の水面にうつる穣

は日本三大夜景のーっといわれ、

華やかさにつつまれます。

~上越市に届いた手紙から~
大久保明子さんは園第目。学唖)

先固め臨海教室の時はお世1Iになりました。開料

招待をしていただ守本当にありがとうごぜいきした。

普段見ることができ診し¥珍しい生物を見ることが

でをてとっても蝿しかったです。イルカショーでも、

とってもかわレレ2匹のイルカに売買をもらえまし

た。イルカと直猪触れ合えた人もいました。本当に

豊重ヱエ塑酉をしてをたんだ怠あ~と思レました.

私が水篠館で見たもので、お気に入りなのはヴツ

ピーでした。小さくて赤くて、ちょっと童魚に似て

レて、すごくかわし、くって大悼をに怒りました.茸

しレ魚もいました.ピラニアやアフリカガエルやハ

リセンボン怠E、Eれもびっくりしました。ピラニ

アは初めて見たけれE、本当に怖かったです。もう

少しゆっくり時聞があれぽ、もっと色々芯ところを

見て回れたのに~。また、絶対見に行きたし、です。

かわし、レお土産も買えたので大切にします。

楽しレ夏の思レ出をつくることがでをました.あ

りがとうごfレました。

0 
• 

「うみはひろいな大きいな 月はのぼるし 日はしずむ うみは大なみ

あおいなみ ゆれてどニまでつづくやら」。

これは軍部の 「うみj です。目を閉じて、口ずさんでみてくださも、 管さん

が品川、f怖く海は、なおえっ ・たにはま海水浴場や直江陣地ではないでしaうか。

lij勾、おおぜいのよ岡市の皆さんが上越の泌にきていただいていることをう

れしく思います。智さんのお越しを心から歓迎します。

14.10.1 (2) 



びゆく
~豊かな自然と

大鏡模な埋め立てや整備が進む直江津港、

上信越自動車道の開通など、飛躍的な発展

が進む「よ越市J(昭和46年高田市と直江

津市が合併)は、上田市の姉錬都市です。

上田市制施行60周年を機に、昭和同年に

上越市と姉妹都市になりました (同白、鎌

倉市と出石町とも姉妹都市締結)。

その問、産業・観光・文化等さまざまな

分野で交流を続けています。特に、上信越

自動車道が上越市まで開通したことにより、

1時間半程度で海水浴や海釣りなどが楽し

めるようになりました。

また、国際交流港を持つ上越市とは企業

聞の結びつきも、更に深まっています。

今回は、そんな上越市にスポットをあて

て見ました。

人口13万4.000人余で、 「事

は桜 ・耳は海 ・枇は紅葉 ・冬

と四事の変化を日々自

白らしを通じて実感できる上

越市。日本三大夜桜で有名な

「両国公園」や上杉謙信公の

「帯目 山城跡」など名所旧跡に;il(まれています。

また、I!Iで l時間白範聞には、スキ や温泉地が散

在しておりリゾー卜感覚も満喫できますし、コンヒカ

リや超能白酒、日本海の幸、水飴、ささ飴、継続だん

ごなど、豊富な 「童Jにも恵まれています。

私ちたにとって一番近い海。上起の樺は、 「私たちの

海」と感じているかたも多いのではないでしょうか/

.二ュ直江津港へ

直江部地は、新潟県第 2由

港で悶際貿易港として多くの

さんに利刑されています。

上岡市民や上田市町企草も、

上信越自動車道が上越市まで

つながったことにより、観光や産業の足として利用度

が高まっています。

また、今年6月には動物検疫指定港に指定され、宜

肉・肉加工品類の輸入ができることになり港湾機能が

Eに充実されました。

そんな直江津港では、現在、長野県と上越地域に電

力の安定供給を図るため、国内最大級の LNG (液化

天然ガス)火力発電所建設が予定され、用地の壊め立

てが始まっています。また、 7万トン級LNG船が接

岸可能な専用ふ頭や、大型公共ふ頭白整輔が進められ

るなど、国際交流港として飛脳的な発展が期待されて

います。
4

司発
腹
が
期
待
さ
れ
る
直
江
遺
港

、

~判

-港とともに躍動する企業

直江津港や、海と陸を結びつける交通網が艶備され

ている上越市には、事くの企業が進出しています。

また、港から3.5km白ところに流通業務団地を造成

し、分惑を開始しました。新たに進出する企業白高度

化が進む中、物流の拠内として大いに期待されていま

す。

.良好なJ)<辺空閣の確保

日本海につながる保古川では、海上レジャーの普及

によりプレジャーボード専の不法保留が多くありまし

た。そこで、船舶の不法僻惜の防止や利慣性を図るた

め、 「マリ ナ上越」が盤備されました。

「マリーナ上越」には、ポートヤード ・檀理工場 ・

給油施設 ・陸こう ・クラプハウス ・保留施設などが整

備されており、現在12人目上岡市民もボートを預けて

います。

14.10.1 ( 3] 
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今
、
地
球
は
、
気
協
が
ど
ん
ど
ん
上
昇
す
る
と
い
う

「
温
暖
化
」
と
い
う
現
最
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
が
匝
利
に
な
る
に
つ
れ
て
、
温
室
効
果
ガ
ス

(
二
酸
化
炭
軍
・
メ
タ
ン
・
フ
ロ
ン
な
ど
)
が
、
た
く
さ
ん
排
出
さ
れ
る
よ
う
に
は
り
、
熱

が
大
気
中
に
た
ま
り
や
す
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
お
こ
っ
て
い
ま
す
。

緑
は
、
わ
た
し
た
ち
が
排
出
し
た
温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
二
酸
化
炭
曹
を
吸
収
、
減
少
さ

せ
、
熱
を
地
球
目
外
へ
出
や
す
く
す
る
こ
と
で
、
地
球
白
気
温
上
昇
を
お
さ
え
て
い
ま
す
。

日
月
は
「
都
市
緑
化
月
間
」。

こ
れ
は
、
身
近
な
緑
町
果
た
し
て
い
る
役
割
を
再
認
識
し
、

家
庭
で
の
緑
化
や
花
づ
く
り
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
そ
白
輸
を
ま
ち
全
体
に
広
げ
て
い
こ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

各
車
庇
で
育
て
て
い
る
花
や
樹
木
は
、
迎
行
く
人
の
目
を
慰
め
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
ま

ち
全
悼
の
緑
化
が
す
す
め
ば
、
「
ヒ
!
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
〔
都
市
田
高
温
化
)
」
現
量
を
防
〈
効

果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
、

ま
ず
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
/

。
ゴ
選
考

花
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
皆
さ
ん
や
、

こ
れ
か
ら
花
づ
く
り
を
始
め
た
い
皆
さ
ん
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
市
で
は
昨
年
か
ら
「
花

の
種
銀
行
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

こ
の
銀
行
は
、
口
座
を
開
設
し
た
か
た
に
市

か
ら
花
の
種
を
貸
し
出
し
て
育
て
て
い
た
だ
き
、

花
を
棄
し
ん
で
い
た
だ
い
た
後
、
収
櫨
慢
で
き
た

種
の
う
ち
貸
し
出
し
相
当
分
を
市
へ
返
却
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

現
在
全
員
は
約
2
0
0名
、
花
は
約

m種
類

か
ら
選
べ
ま
す
。

銀
行
の
窓
口
は
市
役
所
本
庁
舎
4
階
公
園
緑

地
課
で
す
。
鮮
し
く
は
、
公
園
緑
地
諜

(E
n
・

5
1
3
4
)
ま
で
お
哩
ね
く
だ
さ
い
。

co 
首唱E寅勺てくるより

種から宵..~ 1.ftiii:1 。
宮巴高畠花はほと九

と橿tJ5胃てE宅ので

す。花ガ六世主君耳慣定

吉tJleくさ九いるので、

巨〈芭九宵ててお復遭

12畠Ifleり吏損しE
りしています。今は軍事

巴向けて、種守理帽の

準備を胎めています. 宮坂美智子さん (下本蝿)
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パ
ー
ト
ナ
ー
シ
旧
三
宮
て
融
問
、
ほ
る

皆
さ
ん
は
い
つ
も
、
「
上
田
市
が
花
や
緑
あ
ふ
れ
る
き
れ
い
な
ま
ち

に
な
れ
ば
い
い
な
あ
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
同
じ
ま
ち
で
暮
ら
す

企
業
白
皆
さ
ん
も
、
そ
し
て
行
政
も
同
じ
よ
う
に
「
花
と
緑
へ
の
思
い
」

を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
み
ん
な
の
思
い
を
パ
ー
ト
ナ
ー
ソ
ッ
プ
で

結
ぶ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
「
花
い
っ
ぱ
い
、
緑
ゆ
た
か
な
ま
ち
づ
く
り
」

へ
白
第
一
生
に
つ
な
が
り
ま
す
。

今
年
も
多
く
の
市
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
企
業
白
皆
さ
ん
由
手
で
、

た
く
さ
ん
の
花
や
緑
が
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー
ン
y
プ
に

よ
る
ま
ち
づ
〈
り
「
住
民
」
「
企
業
」
「
行
政
」
の
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割

を
分
担
し
、
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
が
協
力
し
あ
う
こ
と
で
、
一
人
で

は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
、
も
っ
と
実
現
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

hv
H
I
O
K
l
の
「」
る
さ
と
の
議
づ
く
り
」

活

動

平

成
7
年
か
ら
絵
め
て
鋲
針
2
万

3
0
0
0
本
の
苗
木
を
地
場
の
学
校
や
公

共
施
般
へ
智
朗
し
、
植
樹
の
お
手
伝
い
を

し
て
き
ま
し
た
。
今
年
も
5
月
M
H
に、

川
商
小
学
校
の
全
校
児
盆
で
社
会
体
行
館

広
場
に
シ
ラ
カ
シ
や
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
2

0
0
0
本
の
ポ
y

ト
箇
を
憶
え
ま
し
た
・

‘・"務山公園でオオヤマ
ザクラの値樹をするよ

困ライオノズクラブ、

地元民ぬ自治会の脅さ
んと母袋市長 「上回
l1iの玄附口を緩の名所

に」と、平成9年かり

3∞o本の桜の値樹針

闘がすすめられていま

す.

一¥手、

括
主
織
へ
の
思
凶企下本郷地区花と緑の衡づくり

協旗会の皆さん(下本郷にて)
企神科小学綬フラワー書員会の
皆さん(神科小学校にで)

企保野自治会の皆さん
(保野にて}

主要算
代忽:の

き善意
緑ヲE事

2p 
セた
よめ
S'E 

豊
か
な
緑
を
子
ど
も
た
ち
白
世
代

に
残
す
た
め
に
、
私
た
ち
に
何
が
で

き
る
白
か
。

日
本
列
島
各
地
は
も
ち
ろ
ん
、
ド

イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
熱
帯
ア
ロ
ア
、

ア
フ
リ
カ
、
ア
マ
ゾ
ン
な
ど
世
界
各

地
で
植
生
調
査
比
較
や
環
境
保
全
林

回
復
の
た
め
の
実
験
植
栽
を
行
っ
て

こ
ら
れ
た
藤
原
先
生
に
、
温
暖
化
や

C
O
2
の
問
題
な
ど
地
球
規
艇
の
課

題
と
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

お
お
ぜ
い
白
皆
さ
ん
白
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

マ
と
き
凶
月
初
日

ω午
桂
2
時

1
(開
場
は
午
後
1
時

半

)

マ

と

こ
ろ

上
野
が
丘
公
民
館
2
階
大
ホ
ー

ル

マ

講

師

藤

原

一
緒
さ
ん
(
横

浜
国
立
大
学
教
授
)
マ
入
場
料

無

料

マ

問

い
合
わ
せ

公
園
緑
地

課
{
宮
幻
・

5
1
3
4
)

桜
こ
の
観
現
降
、
上
野
が
丘
公
民
館
生
還
学
賀
市
民
大

幽
亭
『
み
ど
り
に
つ
い
て
考
え
2
2
現
場
調
鹿
の
公

m

.
座
と
し
て
拘
わ
れ
去
す
・

。.属一鎗さん。

協篇ゐ銭ErE諸
島国繍値笠掌会..鼻、.・6

お童話EEZEa府自

甘
ん
て
い

庭
木
の
前
田
定
講
習
会

上
田
市
造
園
輯
化
業
協
会
の
皆
さ

ん
の
こ
協

h
で
、
庭
木
白
千
人
れ
、

賞
定
講
習
会
を
側
催
し
ま
す
。

マ
と
き

日
月
日
日
出
午
桂

1
時

却
分
1
4時
マ

と

こ

ろ

市

民

白

森
公
園
体
育
館
(
原
外
で
の
講
習
あ

り

)

マ

内
容

ビ
デ
オ
上
映
に
よ

る
講
習
、
市
民
白
森
公
園
内
の
樹
木

を
使
つ
て
の
実
技
講
習
マ
構
師

上
田
市
造
図
輔
化
業
協
会
の
皆
さ
ん

マ
対
聖
書

市
内
在
住
か
在
勤
の

か

た

マ

要
講
料

無
料

マ
申
し

込

み

日

月

1
日
幽
ま
で
に
公
岡
緑

地

課

(
宮
お

・
5
1
3
4
)
へ

家
の
周
り
の
緑
づ
く
り

i
生
垣
の
設
置
に
補
助

i

市
で
は
生
け
間
設
抗
費
用
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、

緑
豊
か
な
潤
い
の
あ
る
ま
ち
並
み
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

マ
対
象
生
け
垣
道
路
に
面
し
連

続
し
て

5
m以
上
白
も
の
(
ほ
か
に

も
量
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
石

工
前
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
)
マ
補

助
額

生
け
垣
設
置
費
用
の

2
分
の

l
以

内

マ

限

度
額

5
万
円
(
既

存
の
プ
ロ
ッ
ク
排
等
を
撤
去
し
て
生

け
垣
を
つ
く
る
場
合
は
叩
万
円
)

マ
問
い
合
わ
せ
都
市
品
問
課
長
観

僻

(
百
お
・

5
1
2
7
)

へ

14.1且1[5) 
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事
i需j
5消ぞ
十費長
ケ H・時完

全活
長展

14.1且1

上
回
支
部
マ
岡
上
団
地
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
マ
胸
ヤ
マ
ザ
キ

マ
上
回
し
い
白
み
園
マ
共
働
作
業

所
わ
っ
こ
(
本
町
庖
・
神
畑
作
業
所
・

倉
升
作
業
所
)
マ
宝
池
住
吉
寮

マ
日
本
禁
煙
友
愛
会
マ
東
京
食
料

事
務
所
上
回
支
所
一
マ
ガ
ー
ル
ス
カ

ウ
ト
長
野
県
第
お
団
マ
生
活
協
同

組
合
コ

l
プ
な
が
の
上
回
セ
ン
タ
ー

マ
上
回
ガ
ス
マ
上
田
市
ご
み
減

量
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

マ
エ

コ
・
サ
ボ

卜

n
vほ
き
ほ
き
市
マ
境
田
の

館
マ
生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合

マ
上
田
市
消
費
者
の
会

マ
上
田

市
消
費
生
活
調
査
員
会

-
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
諜
(
古
お
・

5
1
2
0
)

-
と
き

凶
月
四
日
出
午
前
山
時
i
午
後
3
時

・
と
こ
ろ

上
回
創
造
館

・
展
示
・
発
表

お
団
体
に
よ
る
、
消
費
生
活
に
関

す
る
展
示
・
発
表

・
皆
で
考
え
る
上
回
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
環
境

さ
ま
ざ
ま
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
白
紹

介
な
ど

-
刃
物
研
ぎ
コ
ー
ナ
ー

マ
包
丁

・
か
ま
・
は
さ
み
等
、

l
丁

2
0
0
円

・
プ
レ
ゼ
ン
ト

〈数
に
隈
り
あ
り
)

マ
お
買
い
物
パ
ッ
グ
(
エ
コ
パ
ッ
グ
)

マ
花
鉢
(
く
じ
引
き
)

マ
園
芸
用
肥
料
(
花
の
種
付
き
)

・
番
加
団
体

マ
醐
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
マ
上

田
市
婦
人
会

マ
上
田
友
の
会

マ

上
田
市
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
マ

上
回
広
域
市
民
事
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

マ
長
野
県
童
生
活
改
善
推
進
協
議

会
上
回
分
会
マ
新
日
本
婦
人
白
金

催し

日
赤
救
急
逮
教
組
員

軍
属
慣
習
会

禍
従
隈
(
宮
田
・
4
T
0
0
圃
1
8
0
6
)

• 
勤労青少年ホーム (ft22・7117)

b対 象事業所に勤務する35歳までのかた

b申し込み 10月15日ω~悶17日嗣午桂零時30分-9時に、受講料を添え

て勤労骨少年ホーム(消防本部前〕へ。電話でも畳け付けています。

持ち物

マ
と
き
日
月
9
日
出
・
岡
山
日

制
・
同
日
日
出
・
同
日
日
間
午
前
9

時
i
午
桂
4
時

マ

と
こ
ろ

ふ
れ

あ
い
領
制
セ
ン
タ
マ
内
容

救

急
法
般
論
・
心
堕
蘇
生
法

・
止
血
法
・

骨
折
等
の
手
当
て
な
ど
マ
対
象

満
開
M

歳
以
上
の
か
た
マ
定
員

先

倍
加
名

マ
受
講
料

3
0
0
0
円

マ
服
装
・
持
ち
物

実
技
白
で
き

る
服
装
、
筆
記
用
具
、
昼
企
マ
申

し
込
み

電
話
で
叩
月
白
日
榊
ま
で

に
福
祉
課
ヘ
マ
そ
の
他

全
日
夜

修
了
者
に
は
「
畳
講
証
」
を
、
日
以
終

日
の
検
定
合
格
者
に
は
「
救
急
法
救

急
只
認
定
証
」
を
交
付

勤労青少年ホーム10月開講講座(追加講座)

就
職
面
畿
会
へ
ご
'
加
を

「
就
職
相
般
の
つ
ど
い
」

節m 

上
回
公
然
聡
機
安
定
zm
(
宮田
・8
6
0
8)

マ
と
き
叩
月
日
日
同
午
後
l
時

1
4時
マ

と
こ
ろ

上
田
高
砂
殿

マ
対
象
一
般
求
職
者
マ
そ
の

他

上
田
・
小
県
地
域
白
事
業
所
約

刊
社
が
害
加
。
履
歴
書
を
持
事

寸葺l定員回数活動時間

真
田
太
平
把
館
荻
の
企
画
展

風
間
完
の
描
〈
「
街
」
展

地

a
Z太
郎
属
図
太
平
記
館
(
曾
抽

7
2
0
0
)

鷹臼重工亘
10/21'28 

1ν11'18'25 
12/2-9-16 

※ほかに帯用者協属会蝿5∞円が必要.

絵介 ;2いセ館 翌 Q 月
画。巴るイ)日百 13マ

主E号盟主主込5Aき
示 JT重苦器A需ま 10

前 マ u 情 仙 日 間月
こ に 姉畳語 1水 105
をしし 』 聖 l 曜時日

罪た絵に器月日 1曲
作白描命 3 ・午 1

に品中か 25日祝後来
しをかれエは日 6年
た紺らてッ体白時 l

介
瞳
の
悩
み
・
罷
聞
を
解
消

「
痴
ほ
う
」
に
つ
い
て
の
相
豊
富

高
齢
脅
介
橿
観
{
宮
田

4
1
0
0圃・
1
6
1
6
)

心身の鐙れを憶す
リラックスヨガ

謂麗哩名

マ
と
き
日
月
6
日
附
午
桂
l
時

凶
分
6
3
5
時
マ
と
こ
ろ
市
役
所

南
庁
舎
l
階
高
齢
者
介
護
諜
マ
定

員

若

干

名

マ

相
厳
担
当

堀
内

一
せ
ら
ぎ
」
・
看
護
相
談
室
「
せ
せ
ら

一
ほ
う
性
老
人
病
棟
副
師
長
〕
マ
申

静
子
さ
ん
(
グ
ル
ー
プ
ホ
!
ム
「
せ

一
斉
こ
代
表
、
元
国
立
小
諸
療
盤
所
痴

一
し
込
み

電
話
で
高
齢
者
介
護
課
へ

(1 



CM企画 ・制作、 ビデオ編集佳術を専門の講師に学びな

がら、実写腫・アニメ版の映像を値って的30秒の CM制作

を行い、映像製作誼術の修HJを目指します。
lMediamer02| 
平成i!J年度新映像塾 E

bとき 10月26日出-12月23目(月I[平日在問、 土 ・日曜日、休日を利用します]

bところ メディアランドUEDA C>対車 両位生以上で映像制作に興味のあるかた

C>定員 30名程度 CIO募者多量の場合は抽選) C>嘗加置 qト般 10.000円 ②高位生 5，000円

C>応募 はがきか E-mailで10月22臼出 [必着〕までに、上回地域広域迎合企画器内MediaTrigger 

2002事務局 (〒386-0025上国市天神 2-4 -55/"'23・2130/園26・8980/E-mail: koiki@町曲目白

nagano.jp)へ。また、ホームページからも応募できます (http://www.area.ueda.nagano.jp/mt2002!)

( I 

慢
性
呼
瞳
曽
爾
曹
に
悩
む
皆
さ
ん

上
国
低
帥
友
の
舎
へ
嘗
加
を

健
am
推
道
線
(
宮
田

・
8
2
4
4
)

上
回
低
肺
友
白
会
は
、
地
域
の
慢

性
呼
吸
器
障
笹
に
悩
む
患
者
と
家
族

が
、
宇
宙
や
交
流
を
す
る
た
め
に
活

動
し
て
お
り
、
今
年
で

4
年
目
を
迎

え
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご
事
加
い
た

だ
け
ま
す
。

マ
と
き
凶
月
沼
田

ω午
桂
l
時

加
分
4
3

マ
と
こ

ろ

市

役
所
南
庁

舎
2
階
保
健
セ
ン
タ
ー
マ
内
容

総
合
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
リ
ハ
ビ

リ
体
操
、
鹿
教
温
三
才
山
病
院
院
長
・

小
林
俊
夫
医
師
に
よ
る
質
疑
応
答

お
出
か
け
く
だ
さ
い

フ
ラ
ワ
ー
パ
1
9し
お
じ
り
鎮

狙
尻
活
性
化
組
合

(
E
U
3
1
7
7
)

-
前
夜
祭

マ
と
き
叩
月
間
μ
日
出
午
龍
7
時

1
(午
後
6
時
刻
分
開
場
)

マ
と

こ
ろ

塩
尻
地
区
公
民
館
マ
内
容

ゾ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「肢
と
環
境
と
ふ

る
さ
と
を
考
え
る
」

-
イ
ベ
ン
ト

マ
と
き
凶
月
日
日
制
午
前
9
時

初八万

1
午
後
2
時

マ

と
こ
ろ

上

鹿
尻
農
場

(し
な
の
鉄
道
南
、
国
道

路
号
上
田
坂
城
バ
イ
パ
ス
東
側
〉

マ
内
容
股
産
物
直
売
所
、
模
擬
底

〈す
い
と
ん
・
も
ち
つ
き
等
稿
料
サ

ピ
ス
)
、
宝
傑
し
、
大
豆
等
の
料
理

実
績
、
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

き
の
こ
研
豊
富

際
林
帽
際
(
宮
田
・

5
1
2
2
)

マ

と

き

叩
月
初
日
脚
午
前
8
時

1
午
後
l
時

マ

と
こ
ろ

室
賀
温

泉
さ
さ
ら
の
揚
マ
内
容

き
の
こ

採
取

・
鑑
定
・
見
分
け
方

マ
定
員

刊
名
(
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
)

マ
参
加
料

1
0
0
0
円

(
昼
食
代
、
入
浴
料
含
む
)

マ
持

ち
物

書
加
料
、
畳
山
白
で
き
る
服

装
、
軍
手
、
雨
具
、
防
諜
具
、
か
ご
、

水
筒
、
入
浴
用
具
マ
申
し
込
み

卯
月
刊
日
閉
ま
で
に
股
林
諜
へ

書
加
し
ま
せ
ん
か

ま
ち
ご
と
カ
ル
チ
ャ
ー
ス

9
1ル

ii 
五笹

iz 
i置

日
月
6
日
間
に
海
野
町
で
行
わ
れ

る

「手
作
り
ホ
ビ
l
祭
り
L

に
あ
わ

せ
て
、
ま
ち
ご
と
カ
ル
チ
ャ
ス
ク
ー

ル
を
防
備
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
梅

野
町
商
庖
街
振
興
組
合
事
務
局

(宮

n
・9
3
0
1
)

へ

-
蝶
き
敵
陣
子
手
作
り
教
室

マ
と
き
叩
月
6
日
制
午
前
叩
時れ

泊
分
1

マ
と
こ
ろ

中
国
料
理
樺

t
 

様
(
海
野
町
商
底
街
)

マ
定
員

先
着
別
名

マ
容
加
料

無

料

マ

持
ち
物

庖
丁
、
ま
な
板
、
ポ

i
ル

(
時
四
以
上
)
2
個
、
エ
プ
ロ
ン
、

氏白も 2同1ザプラ 月1104館料7参加料 表のと マ':1 
は ち物 上堀グら ながら 容 橋下流上堀グ 古場所 3分時91 0 マ

個l、Gω リ 1 ・デ タ
5 V .マォ

宅よアアプラ図クF 

配布まし軍手ラの千川曲 きと エ回2)o0 E員ヵプマときとコレル、
名棚ま日 上 側ま日 5 お ラ

窓問 ) 円。5 り ス プ 円 チ こ l本日
で 0 ・ ロ 晋先 1ろ 1月6 0シ

生に口で O(  図B書と
ン l持物vち ノ ョ て

年は込でむ申し に 円O 月が 、 コ・
笠26宮 宏2君3 

ラぐ
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:t 
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パソコンで制作した I'J号争明'IJIDI鋸
自・のグラフィックスや
マルチメディア作品を募集します.留置さんの応募をお街ちしています.

.募集対量

一般クラス

クラス

・獲集部門

静止画アート節門/勤画アート部門/コミ ックアート部門/イノタラクティ

プ部門 (一般クラスのみ)/コミックアート部門 (一般クラスのみ)

.作品内容、条件

・作品のテーマは 「クリスマスに関連したもの」

• Maαntoshまたは Window$環境で表示 ・動作できる、来尭韮のマルチ

メディア作品(勝JC両、動画、 HTML、ディレクタープロジェクター、

プログラムなど)。

・動画ア 卜部門"，ビデオテ プでの応弾も可。

・コ三ックアー卜作品は、コミックイラスト、または16ページ以内のストー

リ一作品。

・作品の著作権は作-Ifに属しますが、このコンテストの結果尭査や広報llfi
などの活動で、実行書且金が檀型・利用できるものとします。

国募集期間 10月31日山まで {必着〕

.応事方語

・応募は i部門につき 1人 1点。

・作品の送付陪瞳は、メディア(フロッピー、 MO、CD-R、

プなど)の郵送とします。動画作品のビデオテ プは、 VHS、

camS Pのいずれか。

・電子メールの添付ファイルによる応募も可。

-原則として、ホームページ掲被用画像 (JPEG制Ox制Qpixel以内)を作品

に添付 (動両、イノタラクティプ部門を含む)。 用意できない場合は、そ

の旨轡き酷えてくださも、。

-作品タイトル、作品に閲する一言、氏名、年齢、芋伎と学年{学生のみ)、

住所、電話番号、 E-mailとホームペ ジUR L (お持ちのかた)、コン

テストホ ムページでのリンクの可否を併記してください。

-応募作品は返却できません。

圃表影内容

グランプリ (賞金30万円)

各都門 ・クラスごとに優秀賞 ・入選

その他各賞

・結果聖衰 12月l日(鴎

.聾影式 12月14日ltI
・応事先問い合わせ先

クリスマスデジタルアートグランプリ 2002実行聾日会事務局

~386-1211 上国íli下之揖812.1 上田市マルチメディア情報セノタ 内

(包39・1叩0/阻39・l010/E-mail:contest@umic.ueda.nag田 O.JP

U R L : htlp:/ /www.umic.ueda.nagano.jp/02回 ntest/index.htmD

(*'1'生・玉県門学校生以上)/中学生 ・高校生クラス/小学生

2
田
宮
且
魯
」
は
日
本
圃
憲
漉
か
ら

ベア-
一T
・
シ
ロ
タ
・
コ

l
F
U
J吉
ん

来
日
鶴
慣男

女
終
間
，
箇
園
田
(
宮
田

5
2
4
5)

弱
冠
包
歳
の
若
さ
で
、
日
本
国
憲
法

草
案
に
男
女
平
等
条
項
を
盛
り
込
ん

だ
こ
と
で
知
ら
れ
る

B
-s
・
ゴ
ー

ド
ン
さ
ん
の
講
誠
会
で
す
。

m月
時
日
刷
午
桂
6
時

マ
と
こ
ろ
長
野
大
学

マ
と
き

初
八
百
開
場

ビデオテ-

DV、β一

月
時
日
同
白
土
・
日
臨
日
(
凶
回
コ
i

ス

)

マ
内
容

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

用

・
肱
送
周
回
映
憧
制
作
の
方
法
を

ひ
と
と
お
り
学
び
ま
す
マ
対
量

映
樺
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
の
技
術
習
得

を
希
望
す
る
企
業
の
社
員
、
個
人

マ
購
師

井
上
定
治
さ
ん

(
N
H
K

匝
送
研
摩
セ
ン
タ
ー
)
ほ
か
マ
定

員

別

名

マ

受
情
料

l
万
円

(
テ
キ
ス
ト
代
等
合
む
)
マ
申
し

込
み

叩
月
げ
日
剛
ま
で
に
メ
デ
ィ

リ
プ
ロ
ホ
!
ル
マ
申
し
込
み
屯

暗
で
兇
女
共
同
書
面
諜
へ
(
先
消
断
)

マ
そ
の
他
託
児
希
望
者
は
兇
京

共
同
書
画
課
ま
で

お
出
か
砂
〈
だ
さ
い

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
D
A

へ

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
O
A
(官
四

'ooo)

-
「
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・
放
送
用
コ

ン
テ
ン
ツ
制
作
鐙
術
者
聾
成
」
研
修

マ
と
き
叩
月
四
日

ω
1来
年
2

r 

~ 

[8] 

ア
ラ
ン
ド

U
E
D
A
へ

・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
&
写
真
加
工
入

園
JF
 V

と
き
凶
月
初
日
出
午
桂
l
時

初
分
1
4時
加
八
万

マ
対
象

パ
ソ

コ
ン
経
験
者

マ

定

員

団
名

マ

受
情
料

2
0
0
0円
マ

そ
の
他

事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い

-
パ
ソ
コ
ン
相
鍛
室
(
相
鮫
無
料
)

マ
と
き
凶
月
幻
日
側
午
前
回
時

1
正

午

マ

定

員

叩

名

マ

そ
の

他

事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

14.1且1

市
民
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
展
作
晶
纂
集

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
O
A
(
倉拍・

'ooo)

日
月
開
催
白

「
メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド

U
E
D
A
秋
祭
り
」

に
あ
わ
せ
て

「市
民
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
ス
展
」
を
行
い
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
手
曲
っ
て
製
作

・

加
工
さ
れ
た
絵
、
イ
ラ
ス
ト
、
絵
は

が
き
、
マ
ン
ガ
、
写
真
な
ど
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
メ
デ
ィ

ア
ラ
ン
ド

U
E
D
A
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い



ι 

奥
田
占
A

田
空
記
鎗
に

お
底
申
P
R紙
を
置
き
ま
せ
ん
か

論

uza
正
太
郎
贋
面
太
平
配
館
{
曾
祖
・

7
T
0
0
)

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館
の
来

館
者
は
、
年
間
2
万
人
以
上
に
逮
し
、

そ
の
う
ち
県
外
白
か
た
が

8
捌
か
ら

9
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
皆
さ

ん
に
上
聞
の
ま
ち
を
ゆ
っ
く
り
事
し

ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
宜
市
処
・
土

班
物
広
な
ど
を
案
内
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
コ
!
ナ
ー
を
館
内
に
設
置
し
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
く
希
望
の
あ

る
か
た
は
、
池
波
正
太
郎
真
田
太
平

記
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
ロ

マ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
規
格
名
刺

サ
イ
ズ

i
A
4版
(
な
る
べ
く
地
図

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
申
)
マ
対

象
庖
舗
中
心
市
街
地

〈
お
お
よ
そ

古
舟
通
り
i
国
道
凶
号
』
千
曲
川
に

閉
ま
れ
た
区
域
)
で
日
中
に
営
盟
し

て
い
る
飲
虫
底
や
土
産
物
応

〔
和
洋

菓
子
庖
も
含
む
)
、
上
回
で
し
か
手
に

入
ら
な
い
商
品
を
販
売
し
て
い
る
応

主治.~O守
「就業支援実務研修員J(臨時職員)
市内に住所があるかたを対象に、将来の安定的な就璽に向けた立躍買と

して、 行政積場で艦験を積む主筋研修uを募集Lます。市役所で事務や労

屈の仕療をしながら、 sかJJ附の経験を慎み、将来へのステップアップを

閲りませんかっ

・離着内容 一般事弱や技能労傍

. .  集人敏 8名

.応事責格
，!i内に住所がある自.;;通勤可能なかたで、 llJJ1日現住無職である見

込みのかた

・買壷・労骨量件

川属周期間 IlJJ111-来'1'3 )]31日(更衝なし)

121週間勤輯日数 5 8 
131勤続時間午前8時30分~午後5時15分 (8時間)

141社会保険、属!日保険、労良保険事加入

151賃金ー 上田市非常勤験u取扱聾顕による日額制

(日額5.71WJ4-交通費別進主総〉

161腫m車車臨時職u
・採用鼠殿

l1J脅盟理考 申し込み時に、 400子諸原術用紙1枚開度に

てみたいこと」と題した作文を提出。

121繭接試験書類週JE合符~.r..に別通行います。
131書盟理考と耐l接拭験の帖県は、合否に聞わらず申込荷全wこ埴知。

・申し込み方法

!OfJ18U幽までに、 I'rli販の腿歴書[必要事項を記載し、リ貞貼付)

号作文(書式自由) .3返MItI封筒 (80円切手貼付。ilW先の住所 ・

民名を記載)を輯修課職u係へ直後持容(平日の午前 8時30分~午後5
時15分}するか、鄭造(吋日間印伝幼)してくださいc

・問い合わせ 韓萌謙職日係(冒22・<10咽ij1204l
惨な布、市のA盟草食uに揮!日されるためには、別に市の行う探JI!試験に合

市役所でや勺

小型焼却炉の規制が強化されます翠2顎哲EtE)?Z42B醐 (D22・田岡

〈ださい。焼却以外の目的で世用したプロ ック等は対象

外。付着灰は取り除き、指定控に入れて集積所に出して

〈ださい) 1>回組処骨量 ①金属製の瞳却炉(ドラム

旬含む) ...75円/kg ②コンクリー卜 ・レンガ型の焼

却炉条件により金額が拠なります。詳しくは雌棄物対

置観まで 1>出措置引き取り F配日程以外に出張回収も

行います。希望者は蝿葺物対簡臨までご巡絡を

昨年 4月 1日から、野樟きが一部例外を除いて祭止に

なりましたが、焼却軒での慢却は倒外として認められて

います。しかし、 12月l日以降、法令の改正により、 ①

-~の基準を横たさない韓却炉は世用できなくなります。

①娼焼ガス週車が8凹℃以上で焼却できること

笹叫賓と亜断された状態で定量ずつ廃棄輔が投入

できること

③婚焼ガスの車庫を測定する華置があること

④蝿蜂ガス目置屋を保つ助蛾装置があること 10月12自
国

10月ω日
出

10月26日
出

11月2日
出

11月9自
国

[9] 

11月16日
出

現在市販されている家庭用小型農却炉の大部分は、こ

の基司自を満たさないため、 12月1日以降、韓却炉として

の使用ができません。ご在意くださ L、。

市では、不周になる家庭用小型韓却炉を実費で回収し

ますので、右去の回収場所に直接持ち込んでくださ L、
い回収の対象となる車庭用小型焼却炉金属製の焼却

炉(ドラム缶を含む)、プロック ・レノガ製の焼却炉

(家庭用の持ち運びできる物だけで、事業用は不可。大

き〈て重い焼却炉は人が持ち運びできる程度に分解して

14.1且1



オープン「ローマンうえだ」特別養護老人ホーム
8月28臼刷、特別養護老人ホ ム「ロ マノワえだJ(社会福祉

法人ジェイエ{長野会〉が壇工し、 9月から問所しました。

この施設は、介瞳保障の基盤施設を充実し、市民の脅さんの聖望 l

に応えるため、ジェイエー長野会が JA由州うえだ選来場跡地にlI!

世しました。定且90人の特別養謹老人ホームのほか、ンョ トステ

イ ([0床)、デイサ ピスセノタ (30人)、へルパ ステソヨ/、

地域主誠スペースを備えています。

施設が刷所したことで、入所を希望しながら待機していた脅さん

の期待に、よりい勺そう応えることができます。

平
底
岨同
軍
鹿

場
舛
戒
畠

r
d
Tィ
ア
敏
挙
事
舗

園
限
協
力
.
指
図
駒

ク
積
酬
練
所

(2
0
2
6
5
・
回

-
6
1
5
1
)

国
際
協
力
事
業
団
で
は
、
開
発
途

上
地
域
へ
の
支
援
を
目
的
と
し
て

「背
年
海
外
協
力
隊
」
「
日
系
社
会
ン

ニ
ア

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

「
シ
ニ
ア

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募
集
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
国
際
協
力
事
業
団

駒
ヶ
根
訓
練
所
へ

マ
募
集
期
間

日
月
刊
日
開
1
1月

凶
自
由お知らせア

タ
ア
プ
ラ
ザ
上
田

小
・
申
掌
生
は
土
層
田
無
料
開
放

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
国
(
雷同・
2
6
2
6
}

m月
か
ら
来
年
3
月
ま
で
、
毎
週

土
曜
日
は
市
内
白
小

・
中
学
生
白
皆

さ
ん
を
対
象
に
「
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上

回
」
白
入
場
料
が
無
料
に
な
り
ま
す

(た
だ
し
、

m月
四
日
曲
、
同
部
日

凶
、
ロ
月

m日
出
は
体
館
)
。

畳
付
窓
口
で
必
要
事
項
を
記
入
し

て
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。
小
学
生
は

必
ず
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

中
学
生
は

2
人
以
上
で
入
場
し
て
く

だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

9
月
か
ら
不
燃
ご
み
の
う
ち
、
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

は
、
透
明
ま
た
は
半
透
明
の
袋
で
お

出
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
プ

ラ
ス
チ
y
ク
ご
み
を
入
れ
る
袋
に
使
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、

ω月
初
め
に
、

来
年
3
月
ま
で
の
八
万
と
し
て
一
世
帯

却
枚
の
透
明
袋
を
配
布
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
手
持
ち
の
道
明
袋
も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

-
集
積
所
の
マ
ナ

集
積
所
へ
ご
み
を
出
す
と
き
は
、

鹿
田
・
川
西
地
区
は
午
前
8
時
ま
で

に
、
そ
の
他
の
地
区
は
午
前
8
時
泊

分
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

暦
刑
務
鍔
弓

E 
2 

2 
5 
~ 1..ーーー

宅
地
と
道
路
四
聞
に
水
路
が
あ
る

場
合
に
、
道
路
を
管
理
す
る
国
や
県

・

市
の
許
可
を
得
な
い
で
、
出
入
り
用

白
鉄
亜
や
ふ
た

〈グ
レ
l
チ
ン
グ

・

ユ
リ
ッ
ト
な
と
)
が
設
置
さ
れ
て

い
る
箇
所
を
見
か
け
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
道
路
上
に
段
差
を
生

じ
さ
せ
た
り
、
通
行
の
際
に
ふ
た
が

跳
ね
上
が
る
な
ど
、
事
故
を
誘
発
す

る
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
ロ

道
路
脇
に
水
路
を
作
っ
た
り
、
水

路
に
ふ
た
を
か
け
た
り
す
る
行
為
は
、

道
路
の
形
状
を
変
え
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
道
路
を
管
理
す
る
国
や
県

・

市
の
許
可
が
必
要
で
す
。

現
在
、
無
許
可
で
設
置
し
て
い
る

か
た
は
、
今
後
の
対
揮
を
市
管
理
課

と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

一許諾
主

検
診
由
申
し
込
み
を
し
な
か
っ
た

か
た
で
も
基
本
・
大
腸
セ
ッ
ト
検
診

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
国
立
長
野
病
院

を
除
く
市
内
の
病
・
医
院

(か
か
り

つ
け
医
な
ど
)
に
、
あ
ら
か
じ
め
電

話
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い

(
同
月

5
日
出
・
土
畷
日
の
午
桂、

日
畷

・
祭
日
を
除
く
。
病

・
医
院
で

大
腸
検
診
を
畳
け
た
か
た
は
、
秋
か

ら
始
ま
る
大
腸
集
団
検
診
は
畳
診
で

き
ま
せ
ん
)

マ
対
象
叫
歳
以
上
の
か
た
マ

料
金

①
基
本
健
康
診
査

1
4
0

0
円

(肝
斑
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
含
む
。

肝
尭
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
ら
れ
る

の
は
、
次
の
@
i
@
に
該
当
す
る
検

量
希
望
者
。
@

今
年
度
叫
・
岨

・

印
・
日
・

ω・
日
・
叩
歳
に
な
る
か

た

@

以
前
、
肝
臓
病
に
な
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
り
、
肝
槽
能
が
悪
い

と
tE
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
た

@

過
去
に
大
き
な
外
科
的
処
世
や
妊
娠
・

分
娩
の
と
き
に
多
量
に
出
血
し
た
こ

と
が
あ
る
か
た
)
。
た
だ
し
、
今
年

度
岨
歳
に
な
る
か
た
・
加
歳
以
上
の

か
た
・
生
活
保
護
世
帯
の
か
た
・

市

民
税
非
課
税
世
帯
由
か
た
は
無
料
で

す
。
畳
診
前
に
健
康
推
進
課
で
検
診

無
料
畳
診
証
白
交
付
を
畳
け
て
く
だ

さ
い
。

②
大
腸
検
睦
〈
室
商
代
)

4
0
0
円

(全
貝
)

③
前
立
腺
血

液
検
査

1
8
0
0円
(
お
お
む
ね

印
歳
以
上
田
男
性
で
希
望
す
る
か
た
)

14.10.1[10] 

お
酒
を
や
め
た
い
か
た

窃
出
か
財
く
だ
さ
い

健
康
推
温
限

(
宮
田
・

8
2
4
4
)

「
ア
ル
コ
ー
ル
怯
存
症
L

の
か
た

や
そ
白
家
族
が
集
ま
り
、
飲
酒
体
験

を
時
り
断
酒
を
続
け
て
い
る
会
が
あ

り
ま
す
。
お
酒
を
や
め
た
い
か
た
、

軍
旗
由
か
た
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

図正阜 会場・日時 対象者

勤労者毎福祉センタ
本家人篠断酒会 週木曜日

午後7時30分-9崎

A'A ふれ毎午月あ毎後第し週咽71水跨祉土曜~セ圏日9ン目跨タと 本人のみ

アヲノン 〉午れ後あ毎1い週鴎週時帽木初月初鉱噸分種分セ~~E目ノ3gタ時跨 家族のみ

午後毎7 

.断酒会の日程



。

現
'
扇
町
訟
を

受
け
ま
し
ょ
う

値
康
維
道
陣

{
包
n
-
8
2
4
4
}

申
し
込
ん
だ
か
た
に
は
案
内
の
は

が
き
を
お
送
り
し
ま
す
。
申
し
込
ま

な
か
っ
た
か
た
で
も
、
当
日
会
場
で

検
査
を
畳
け
ら
れ
ま
す
ロ
た
だ
し
、

自
覚
症
状
の
あ
る
か
た
は
、
直
接
医

療
峨
闘
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

・
と
こ
ろ

下
衰
の
と
お

り

マ

受
付
時
間

午
睡
I
時
1
2

時

マ

対
章
者
市
内
在
住
白
羽
歳

以
上
白
女
性
マ
検
査
内
容

医
師

に
よ
る
視
触
酷
(
医
師
白
判
断
に
よ

り
必
要
な
か
た
は
超
音
波
撮
器
)

マ
個
人
負
担
金

9
0
0
円

(
超
音

••••••••••••••••••••

••••••• 

-

河

合

ト

ミ

子

制

ホ

池

針
佐
穫

に

荒
木

久

町

神

掃

や

す

む

、

漂

町

傘

子

四

芥

轟

沼

畳

竹

内

情

副

賞

腸

原

忠

韮

竹

内

担

治

M
m

・
竹
算

朝

-

臼

…

竹

内

き

の

へ

同

一

償
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きれいな都市景観を
みんなの手で

9月10日開、新たに畳蹄された県景

観サボーターの皆さんと聞係団体で広

告物の道路パトロールを行いました。

県知事選本前に抽出された中傷ピラ

約600枚を中部電力欄と市で除去した

ばかりでしたが、 15人が2時間ほどか

けて約出世の違反ピラ等の除去を体験

し、拍避をきれいにしました。貼り紙

のない景観をみんなで守りましょう。
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間月 9日刷 "回町会館 111.月198抽 1'"軒惜センタ

附月羽田例| 中央A民館 1"月初日附|

間月初日制| 菌感公民鎗 111月"白崎|よ野が丘公民館

10月31日側| 鈴子公民館 l'明 n日・

1明 日 制1-尻旭区公民館l'明間四|市輔髄センタ

1月 3自側! 何月初包畑 中央公民.
一一一一寸市役所録鍵セノタートー←一一一←ーー一一一一一-
1月4日州 川角"醐市輔帽tター

11月沼田鍋| 梱後閣 112月198岬 l

11月19日"1 函錫公民館 112月初日幽
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合併処理浄化槽の定期検査を受けましょう
空軍車場田 ("23・5120)

合併処理浄化槽は、家臨で世勺た水をその場で浄化して、自然

に返すための睦惜です。より快適な生活や水車境を保全するため

にも、浄化槽の世用者は 日ごろから適正な利用を心がけ、また、

出用者の幾萌をもう一度確認しましょう。
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年 1園以よたまった汚泥の引き復き清掃

清子(織北)聞

敏

隼3園以よ

国容

浄化相の・能の定期.. 断 消膏殉!の補完往ど

内総得管理

保守点検

27・6779宮沢由男(下Z条)

川上美保子(染厘)124.4936 

1
 

1
 

1
 

[
 

年 1園ω"野県浄化梅協会による水質検査

被維持管理はそれぞれ専門章者に吾旺してくださL、。

m保守点検等の記録は3年間保存してくださL、。

渥定倹査
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.65歳以上のかた等に対する
インフルエンザ予防接種の実施
b対象者 ①65歳以上田市民で、予防接種を希望す

る意思表示が硝認できるかた(接種時に65歳に遣して

いるかた) ②60歳以上65歳未満のかたで、心薗 ・じ

ん臓 ・呼吸器の機能や、ヒト免疫不全ウイルスによる

免疫の捜能に障害があり一級白身体障害者手帳をお持

ちのかた、もしくは診断書等で同程度の障害があると

臨められるかたで、予防接積を希望する意思表示が硫

践できるかた(身体附持者手帳がないかたは、事前に

健康推進課へお問い合わせを) 1>実施期間 J1f.Jl 

日幽~来年 l月31日働(医療償問によって休診日が典

なります) 1>実施場所 下者「委託医療機関一覧」

申とおり 1>接種回数 l回 b接種料童 個人負担

金l曲O円(委託医療機関申書口で支払いを。ただし、

生活保護世帯は無料) 1>持ち物 年齢を確認できる

もの (保険証 ・運転免併鉦など)、体温計、身体障害

者手帳(対畢者②に骸当するかたで、身体障害者手帳

があるかた) 1>注意事項①事前に、医療機関へm
符予約してからお出かけください 軍医療機関では、

接植の直前に体温を測っていただいた皆、予診車を記

入していただきます(予診察は医療機関にあります)

ド保健ガイ
| 健康推進課倒

J 

14.10.1 (12] 

医療倒閣名 ...番号l 医療横網名 ."香号

車沢内科医院 f下吉田} 35.お却 佐属医院 (五加〉 38-2543 

荒井医院 〈下紺屋町) 22・0474佐.胃.科内科圃医町 22・2342

安臆病院〈北大手町) 22・2580塩田病院(上本郷} 却-2221

飯島医院〈築地) 22・5011 緩筒医院(御所〉 22・3481

置.. 庇ベイン"Jニ，'1Ol~蘭1 2B・1211 杉山クリーツク〈新田) 26.82叩

地国クリーツク UI回町)22-5041 .，賢外科医院 UII辺町) 23・124日

い内科クリーツク哩柑 21・3737匝V;'"クリニック(JI臨尼)25・田町

上回胃凪クリーヲク哩劃 27・2737高野外科医院〈秋和〉 22・目前

上鋼生飽診tIi!il上塩尻〉23・0199田中クリーック (常入}23・5757

よ回選析クリ-"ク {本町)27・3副施 量田医院(下紺屋町} 22・11日

ー '-RqVt7J-4vークス&0マ1田タ町ニ 26・3511 日新盤医院(厩場町) 22・05関

上回翁院〈松尾町) 22.35田 繍本医院(舞図〉 羽.2033

大制酬明醐医院 U四回 27・2220学園循環橿科内斜医院."条}2B・OB関

岡図外相闇夜唖宕町 24・2662竃こどbクリニヲク[中之劇 23・5566

金井医院〈国分} 22・9716世匙司割'J'兜属'""作胃回}22・1355

川西生協量生損所 (仁古田)31・1411 三原内科目医院(中之条) 27.65∞ 

川西調院 〈俣野〉 38・2811 宮梅咽'T朋亙震仔1It1B)22.0159 

かんがわクリニヲク臥保体}34・5151 宮下宵.科星陵仔IJ屋町}22・4328

熊坂内科 {上橿尻〉 22・1936村よ医院(末広町) 22.3740 

'J鳴土醐医院作11陣田口 27・6曲E重賞惨療所〈よ室賀〉 31・1070

陪図医院〈鷹匠町) 22・0859柳沢病院(北大手町) 22・0109

甲田クリーツク(石神) 38・3065山橿内科医院(分去〉 38'7羽8

」さとクリーツク{東軍) 2B・4111 山鍾医院〈圏分) 26・5叡泊

五野医院 {下小島〉 38，0101 山田内科医院[下之劃 26・8181

柑酬剖酔醐幻Lt嗣127・"∞ 吉田こども医院蝿入]24・1222

斉蔵外科医院 f下膏本〉".回調7位田医院{揖北} 28.1223 

ささき小児科医院 (刷。 27.77∞ わかた内科 (塩田新町}羽.2540

.聾E医療様関ー覧(田音順}

-壮年期の健康づくり
生活が豊かになり、医学が進接したことにより、日

本は世界有数の長寿国になりました。 しかしそ白反面、

醐き盛りの中年齢層を中心に「がん」 ・「ι岐病」 ・「脳

血管疾血」など白生活習慣病が増えています。

七回市の、 40代 ・50代のかたの死亡原因をみると、

①がん ②脳血管疾忠 ③自殺 q心臓病白順になっ

ていて、これらの原因が全体白*';J8 WlJを占めています。

生活習慣病は、栄聾・体聾・運動 ・飲酒 ・堕煙といっ

た日常生活での習慣を見直すことで、かなり予防する

ことができます。まだ佐状のない若い時から、生活白

日方に注意し、上手なストレスの解消法を身につけて

いくことが、健康で自分らしい人生をおくるために最

も大切になってきます。

生活習慣病の初期は、ほとんど自覚症状がありませ

ん。症状が出てきた時には病気がかなり進んでいると

いっ由が特徴です。

働き盛りに病気で亡くなうてしまうことがないよう

に、また、いつまでも健康で元気に暮すことができる

ように、もう一度自分の生活を且直してみましょう。

健康推進課では、健康相談やこころの相談など各種

相談を行っていますので、ご利用ください。

・心と体の健康のために

① 1日3食、輩聾パランスを考えた食事をしましょう。

②万病白もと、肥満を予防しましょう。

③日常生活の中で、意識的に体を動かしましょう。

@睡眠で心と体の疲れをとりましょう。

⑤趣味や生きがいを持ちましょう。

⑥軍抜や仲間とのふれあいを大切にしましょう。

⑦然煙 ・節煙、節酒を心がけましょう。

⑧いつまでも自分の歯で世事を楽しむために、

虫歯 ・歯周病を予防しましょう。

⑨年に l回は検訟を畳けましょう。
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.難病相談会
難病でお悩みのかた、病気や医療のことや、生活白

ことについてご相談くださ b、。

bとき 10月20日間午韓 l時-3時30分(受け付け

正午-) 1>ところ 上回保健所 b相畿内容 医療

相談、生活相談、就職 ・就労相談、栄聾相談 b相殴

圃専門医(神経・骨など)、福祉相談員、職輩安定

所職員、常聾士、保健師など b申し込み・問い合わ

せ 10月10日同までに上回保健所 (百25・7148)へ

s 
a 
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